胸骨の骨化は限定的な発生ステージ・細胞系譜において転写因子Ebf3を必要とする by Kuriki, Mao






許諾条件により本文は2021-03-25に公開; *Mao Kuriki, 1
*Fuminori Sato, 1 Hiroyuki Arai, 1 Maina Sogabe, 1 Mari
Kaneko, 2 Hiroshi Kiyonari, 2 Koichi Kawakami, 3 Yuki
Yoshimoto, 4 5 Chisa Shukunami, 4 §Atsuko Sehara-
Fujisawa1:Transient and lineage-restricted requirement of Ebf3
for sternum ossification. Development 2020. 正式な巻及び項
数は未定である。
Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（ 医  学 ） 氏 名 栗木 麻央 
論文題目 









 本論文では、早期発生ステージにおいて腱・結合組織で発現する転写因子 early B cell 
factor 3 (Ebf3)が、胸骨の骨化に関与することを明らかにした。 












表現型は、 LPM 特異的(Prx1-Cre) Ebf3 ノックアウト(KO)マウスにおいて再現され、
LPM組織において発現する Ebf3が、自律的かつ胸骨特異的に、その骨化に機能するこ
とが示された。 



























Ebf3欠損でも確認でき、さらに LPMで発現する Ebf3が Runx2＋骨芽前駆細胞の産生に
関与することが見出された。時期特異的 Ebf3欠損により、胸骨形成における Ebf3の機
能時期がE10.5前後であることを特定し、その時期のEbf3 KO・ヘテロ胚の胸部LPMで
の遺伝子発現の比較により、Ebf3 KO胚でのRunx2上流制御因子 Shox2や Islet1などの
未分化間葉細胞マーカー遺伝子の発現上昇、Islet1陽性細胞数の増加などが見出された。




  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和２年４月２８日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。  
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